


























　豊川市内では、児童生徒作品を展示
する作品展が年に2回行われている。一
つは全員の作品を野外に展示する「子ど
も造形広場」。もう一つは、各校のクラ
スの代表作品を展示する「豊川市子ども
美術展」である。いずれも、子ども自身
が他者の作品を見たり、保護者や地域の
方々に見てもらったりする大切な発表の

機会である。しかし、コロナ禍で両作品
展の開催方法が見直された。公共の広い
敷地を借りて、展示していた「子ども造
形広場」は、各校での開催となった。また、
「豊川市子ども美術展」は、昨年度、各
校のホームページ内での開催となった。
作品発表の場で交わってきた子ども、保
護者、教師の、多くの実物の作品に触れ

る鑑賞の機会がなくなっ
てきている。
　さらに、開催方法が
見直されたことで、教
師にとっての学びの機
会を失いかけていること
も危惧している。美術
教師が一人しかいない
中学校や図工を専門と
する教師がいない小学

校も多い状況で、校外とのつながりから
造形教育を知る機会は大切である。作品
展で教師が他校の児童生徒作品を見て、
どのような題材設定や指導を行っている
のかを知ることは、互いに切磋琢磨する
機会につながる。参加校の教師達が、作
品展のための搬入搬出の際、他校の作
品を目にし、自然と会話が生まれる。「こ
の作品いいね。」「材料は何？」「どうやっ
て準備した？」「どう指導したの？」この
ような教師の関わり合いによって、豊川
市内の造形教育が推進されてきた部分は
大きい。
　コロナ禍への対応や教師の働き方改革
もあり、造形教育の推進にはいっそうの
工夫が必要だ。ピンチを新たな取り組み
へのチャンスと考え、前向きに取り組ん
でいきたい。
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